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農業総合試験場 

ＬＥＤを活用した花きの開花および生育の調節技術を開発 

～電照光熱費を９０％削減～ 
 

◇研究の背景 

本県のキクを始めとする電照を行う花きは、主に白熱電球を用いた開花調節により、周

年栽培されています。しかし、電力消費量が高い白熱電球は環境への負荷の低減から2012

年までに製造が中止されるため、代替する新たな光源の開発が求められていました。 

 

◇技術の内容 

新しい光源として注目されるＬＥＤは消費電力が少なく、長寿命であり、開花調節や品

質向上に必要な波長（光）を集中的に照射することが可能です。この性質を利用して、花

きの開花や生育の調節に有効

な波長を明らかにするととも

に、白熱電球に代替できるＬ

ＥＤ電球の開発を行いました。 

キクについては、夏秋ギク、

秋ギクを用い、花芽分化抑制

に最も有効

な波長を調

べた結果、

600～640nm

となりまし

た（図１）。そこで、県内の企業との共同研究により有効波長の634nm

の波長を持ち、防水性かつ光の均一性を備えた９Ｗ（ワット）のＬＥ

Ｄ電球を開発しました（写真１）。花芽分化抑制が困難な夏秋ギク品種

‘岩の白扇’を用いて90Ｗの白熱電球と比較したところ、130ｍＷ/㎡

以上の放射照度で電照することにより、白熱電球に代替できることが分かりました。 

鉢物については、521nm～659nmの照明により、短日植物のヒマワリやコスモス等の開花

の抑制や長日植物のルドベキアやキンセンカ等の開花の促進がみられましたが、植物種に

より反応に有効な波長域が異なっていました。また、中性植物では745nmの照明によりス

パティフィラムの株高や花茎の伸長がみられ、521nm～659nmの照明では、インパチェンス

やアフェランドラ等の株高が低くなり、コンパクトな草姿となることが分かりました（写

真２）。 

 

◇技術の導入効果 

白熱電球をＬＥＤに切り替えることで、10分

の１の消費電力で電照栽培でき、生産コストの

低減とＣＯ2の排出量の削減による環境への負

荷の軽減が可能となります。また、キクの花芽

分化抑制の他にもＬＥＤの波長によっては、鉢

物の花径を大きくしたり、コンパクトな草姿に

するなどの効果が期待できます。 

図１ キクの花芽分化抑制に有効な波長（品種：岩の白扇）

有効な

波長域

写真１ 電球型
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豊田加茂農林水産事務所 
 

～農地の担い手を育てる～ 
豊田市農ライフ創生センター 実践栽培判定会の開催 

 

 

 豊田市とあいち豊田農業協同組合との共同運営で平成１６年４月に創設された農ライフ

創生センターは、本年８年目を迎えます。 

 同センターでは、定年退職者などの人的資源と遊休農地の土地資源との融合により、意

欲ある市民を新たな農業の担いとして育成しています。 

 農地を持たない方には２年間の研修期間の「担い手づくりコース」、農地はあるが栽培

経験の無い方には１年間の研修期間の「農地活用帰農コース」を用意し、基礎・専門教科

や実践栽培に関するカリキュラムに添って「生きがい型農業」の事業を行っています。 

 「担い手づくりコース」ではこれまで６年間で２７６人の研修修了者を輩出し、そのう

ち２３５人が就農しました。就農率は８５％を超え、その内訳は新規就農者が１５９人、

既存農家５４人、援農２２人でした。これまでにあっ旋した農地面積は延べ３１ｈａを超

えています。 

 また、同コースで農地のあっ旋を希望する人は、研修受講日数の８割以上の出席が必要

で、実践栽培の評価、就農計画の内容など判定を受けることとなっています。 

 今年は担い手づくりコース７期生について７月７日・８日に実践栽培判定会が開催され

ました。なすを指定作物とし、他に果菜・葉菜・根菜各１品目以上を一人２００㎡の農地

で栽培するものです。本拠地である四郷地区の他にも高岡地区・下山地区にも判定ほ場が

あり、農ライフ創生センター所長を始め、農業委員会長、豊田加茂農林水産事務所農政課

・農業改良普及課等が判定員となり、農地あっ旋希望者３３名について評価しました。 

 草の管理など十分でないほ場については秋冬作において再判定扱いされましたが、それ

以外のほ場は概ね良好に管理されていました。研修ほ場は春先に指定されるため、研修生

にとって研修二年目からの作付けとなりますが、遠隔地から通う研修生もいる中、どの作

物をみても精一杯栽培管理された様子が伺えました。担い手の卵達の成長が楽しみに思え

る実践栽培判定会でありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 愛知環状鉄道四郷駅前のほ場       指定作物を観る判定員 

地域トピックス 



東京事務所 
「震災復興と花の力」について 

 

  花き業界はリーマンショック以降の景気低迷と東日本大震災の影響で過去
にない厳しい販売状況が続いています。さらには輸入花きの増加もみられ、

早急な振興方策が求められています。そのような中で、８月 24 日、東京都中
央区築地にあるＪＪＫ会館において全国生鮮流通フォーラムが開催され、農

林水産省生産局生産流通振興課・花き産業振興室の佐分利応貴室長を講師に

招き、「震災復興と花の力」と題し、業界関係者自らが「花の力」を再認識

し、情報発信する必要性についての講演がありましたので、要旨を紹介しま

す。 

 

Ⅰ 震災復興  

１．震災と風評被害  

 東日本大震災の被害は、死者・行方不明者が２万人以上、被害総額は 16～
25 兆円、被害面積は６県を合わせて 23,600ha（東京ドーム 5000 個）と甚大
です。 

 被害後の花き販売について、特に福島県産花きの価格が低迷しました。例

えばスプレーギクでは、愛知県産が前年対比６割下落したのに対して福島県

産は８割下落し（ 50 円 /本→ 10 円 /本）、明らかに風評被害と思われることが
ありました。 

 

２．花き産業振興室の取り組み  

 風評被害対策については、花きの放射能基準及び測定データもない状況で

あったため、下図のとおりホームページで安全性についての情報発信をおこ

ないました。また、海外向けには英文で地図付きの文書を作成し、情報発信

を行いました。その後、原子力損害賠償紛争審査会で、明らかに風評被害で

価格低下している福島、茨城、栃木３県から生産される花きが損害賠償請求

の対象となりました。 

  また、東北支援のため、「飾って応援しよう」ポスターを全国花き振興協
議会の協力で全国の市場、小売店等に１万５千枚配布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本情報 



 

Ⅱ  花の力  

１．花き産業の振興を考える  

（１）花き業界に蔓延する病は深刻  

  花き業界は①売上減少（低血圧）で意欲低下（無気力）、②国際競争力低
下（免疫力低下）で自信喪失、③花文化の希薄化（環境悪化）で無自覚の病

状悪化、という病気に罹っています。 

  何をやってもだめと考え、何もしないことが合理的だと無気力に陥ってい
ます。こうした事態を改善するには、業界全体で一つでも小さな成功体験を

して自信をつけることが重要です。小さな成果であっても波及すれば次への

意欲、行動を生み出すきっかけとなり、確実に花き業界が変わることができ

るはずです。   
（２）フラワーバレンタインの取り組み  

 そこで、今年２月に始まったのがフラワーバレンタインであります。「男

性から女性に花を贈る２月 14 日」をテーマに業界がキャンペーンを実施しま
した。 

 世界のバレンタインデーは男女がお互いに愛を伝え合う日とし、男性から

女性に花を贈る日でもあります。アメリカ映画「バレン

タインデー」（バレンタインデーのラブドラマ）が日本

でも来年オンエアーされるそうです。お隣の中国でも

「情人節」といって、男性が女性にバラを贈って愛のメ

ッセージを伝えています。 

  ならば日本でもグローバル化の波にのりおくれるな
ということで、花き業界が一丸となって取り組みまし

た。銀座、渋谷、大阪など各地で花束配布などのイベン

トが行われ、テレビでも放映され、自衛隊などへの贈呈

も行われました。 

 某ネット調査によると、このイベントの認知率は 16
％（店頭ポスター８％、テレビ８％）、イベントを実施

した花き店舗の売上は 11％アップしたそうです。百貨店、映画館、ホテル、
レストラン、ラジオ、テレビ等の協力もあり、来年に向けて準備が始まって

います。 

  チョコレート業界は、50 年かかってバレンタインデー需要をつくりだしま
した。長いスパンで取り組む必要があります。 

 

２.花き振興するための方策  

（１）花き振興① －何はともあれ「需要拡大」－  

 需要拡大のためには、①花きの効用を理解してもらい、②花きを楽しむ「き

っかけづくり」をすることで購買意欲を高め､③購買者が続けて購入できるよ

うに「定着」させることが重要です。 

① 花きの効用に対する理解を深める  



  無関心層、企業などを対象に花や緑がもつ情操教育、メンタル対策、防犯
などの効用を説明して理解してもらうことが大切です。 

                「正しい知識普及事業」（予算 900 万円） 
② 花を買う「きっかけ」づくり  

 日頃花を買わない人（無購買層）を対象に、母の日、父の日、結婚記念日、

誕生日などを活用しても買ってもらう「きっかけ」が必要となります。先ほ

ど述べた「フラワーバレンタイン」は「きっかけ」の一つです。 

                    「花育事業」（予算 1,300 万円） 
③ 花き購入の「定着」化  

  購入した消費者にリピーターとなってもらうことが重要となります。その
ためには消費者満足度を上げる必要がありますが、消費者満足度は５段階評

価で５でなければいけません。そのためには花の品質保証、特に花の日持ち

性が重要であります。 

  当然、日持ち性は店頭だけで向上できるものではなく、生産、流通、消費
のどの過程においても対応することが重要です。 

                「日持ち保証事業」（予算約 1800 万円） 
④「需要拡大」のネタは沢山ある  

  今、消防法の関係で宝塚劇場で花を贈れなくなったり、危険だからと学校
の教室で花瓶が置けなくなったりしていますが、こうしたかっての習慣を復

活させるためのアイデア、行動ができれば需要喚起につながります。例えば、

予備校に花を置いたら成績アップにつながるなどの事例が出てきて需要が高

まればおもしろいと考えたりしています。 

 

（２）花き振興② －国際競争力の強化－  

  定時定量で低価格な輸入花きに対して国産はかないません。これら外国産
花きと競争しない品目、輸入品が出てこないマーケットをいかにつくるかが

求められます。また国産産地のファンを増やすことで、産地が活性化します。 

             生販連携体制構築事業（予算約 800 万円）。 
（３）花き振興③ －国産花きの魅力を武器にする－  

 IPM Essen など海外博覧会で最優秀賞をとるなど、日本の花きは世界で高い
評価を受けています。世界一品質が高いと評価を受ける一方で、価格が高い

のがデメリットです。 

  来年４月から半年間、オランダのフェンローで 10 年ぶりに「フロリアード
2012」が開催され我が国も出展します。審査基準に沿っていいものを出せば、
日本の花であれば金賞がとれます。この成果が国内花きのＰＲになります。

お菓子のモンドセレクションは有名ですが、実はベルギーの小さなイベント

で、出品の半数が日本からです。各メーカーはここで金賞をとることで日本

でのブランド価値向上と販売促進に生かしています。 

（４）花き振興④ －花文化の復活－  

  花のある暮らしの提案、中でも子供への「花育」がこれからより一層大切
となります。「花育」に参加した子供達の目は輝き必ず笑顔で喜びを表しま



す。農水省では花育副読本「花をさがしに行こう」を作成し支援しています。 

３．「花の力」が社会を変える  

  今世界で起こっている戦場には「花」がありません。「花」が売れない世
界です。日本では年間３万人が自殺しています。こうした不幸をなくすため

には、社会の絆を深めて１人にしない。コミュニケーションが大切です。花

はコミュニケーションの最強ツールであり、社会問題解決の万能薬です。   
  例えば、第 20 回全国まちづくりコンクールで入賞した大阪の事例では、花
を飾った所では空き巣などの犯罪が減少したそうです。東日本大震災の被災

地では、がれきや亡くなった人に花を手向ける姿が多くみられました。また、

岩手県田野畑村で津波被害を免れた１本の奇跡のサクラが花を咲かせ、被災

者の心を癒しました。 

  このように花は、「愛を語る」「悲しみを癒す」「幸せを咲かせる」「風
水（運気）」「創造性アップ」「防犯」「雇用」「花育」などオールマイテ

ィです。 

 被災地に食料を届けると奪い合いにあることもありますが、花を届けると笑
顔が生まれます。花を介して地域にコミュニティーができ、「社会全体の花

育」ができれば良い社会になります。そのための仕組みづくりが大切となり

ます。 

４．さいごに  

（１）花人は地域のパワースポット  

  花人（花屋さん）はコミュニケーションをとりながら顧客の趣向に合わせ
て生花（「花の力」）を販売しています。その意味で、花人はコミュニティ

ーの核であり、地域のパワースポットでもあります。 

（２）流通の原点に立ち返る  

 どんな素敵な花も、お客さんに届く「真実の瞬間」に価値が決まります。

そのため流通は、物流と信用とコミュニティを結びつける役割を担っていま

す。 

  残念ながら、市場が産地と消費者を結ぶ３次元の情報を売上データという
１次元のベクトルに変換した数字のみで花きを語ってきた側面があります。

今後は流通の原点に戻って役割を担う必要があります。 

（３）業界が一丸となった振興  

  かって、生産、市場及び小売が一丸となって消費宣伝をしようという「千
分の一構想」がありました。昨年始まったフラワーバレンタインデーも業界

全体で取り組む趣旨で活動しており、さらに多くの参画が期待されます。 

（４）自信を持とう   

  AIPH（国際園芸家協会）によると、日本の花需要は世界一という花王国で、
産出量は世界第４位、世界産出量の 10％近くを消費しているそうです。  
日本の花き産業はだめなんだと考えるのではなく、世界的なんだという自

負をもって良いと考えます。 



園芸農産課 

 

第６４回関西茶品評会が西尾市で開催されました 

 

関西７府県（愛知県、岐阜県、三重県、滋賀県、奈良県、京都府、兵庫県）において輪

番で毎年開催している関西茶品評会が、西三河農業協同組合事務センター（西尾市)で８月

３日（水）から５日（金）にかけて開催されました。 

関西７府県産の新茶を一堂に集めて優劣を競う関西茶品評会は、今年で６４回目の開催

となり、伝統ある茶の品評会です。愛知県では、平成１４年に豊田市で開催されて以来、

９年ぶりの開催となりました。 

今回の品評会では、「普通煎茶」、「深蒸煎茶」、

「かぶせ茶」、「玉露」、「てん茶」の５つの茶種、

５７２点が出品されました。 

愛知県は全国第２位の生産量のてん茶を始め、普通

煎茶、深蒸煎茶、かぶせ茶等の多様な茶種が栽培され

ていることが特徴で、玉露を除く４茶種、１８６点が

出品されました。 

審査は、独立行政法人農業・食品産業技術総合研究

機構野菜茶業研究所茶業研究監を始め、各府県の茶業

試験研究機関職員や茶業団体関係者の審査員２６名で行いました。 

茶品評会の審査は外観審査と内質審査があり、外観審査では、茶葉の形状や色あいを審

査しました。内質審査では、お湯を注いだ後のお茶の色や茶葉の香りを審査したり、お茶

を口に含み、その甘味、渋味、苦味等を審査しました。 

今年の品評会は、春先の低温が影響し、一

番茶の摘採が平年より１週間程度遅れ、収穫

量も少ない中で、生産者は出品に苦労しまし

た。しかし、全ての茶種において、それぞれ

の特徴を備えた秀品が多数を占め、ハイレベ

ルな審査となりました。 
審査結果は５つの茶種のうち、かぶせ茶と

てん茶の２部門で愛知県の生産者が農林水産

大臣賞受賞となりました。 

 

 

 

第６４回関西茶業振興大会の行事としては、 

９月７日（水）にウインクあいち（名古屋市）

で品評会出品茶の入札販売会、１１月１９日

（土）に西尾市文化会館で式典及び茶の消費

拡大ＰＲイベントを開催する予定です。 

 

西日本情報 



花・色・デザイン研究所 

花の色彩コンサルタント 荏原温子 
 

バラの花色と花型によるイメージ分類について 

 

気がつけば、花に関わる仕事を始めて 19 年になります。花色に特化し、美しいカラー

コーディネート、個々の花のもつ色彩の魅力を活かす方法、どんなタイプの人（ライフス

タイル、性格、嗜好）が、どんな花を好むのか、どんな場所にどんなイメージの花がマッ

チするのか、売れる商品はどれか等、常に色彩の観点で関わってきました。 

 

●花の消費者である女性は色に敏感 

長年、専門学校の講義やセミナー等で数多く

の女性に会い、女性の色彩に対する関心の強さ

を実感してきました。花の消費者の大半である

女性は、男性が思うよりもはるかに色彩に関心

を寄せています。好きな色は、無条件にその人

の心を癒し幸せにしてくれるものなのです。そ

して、各々の人が何気なく選ぶ色彩には、実は

その人の性格や嗜好が隠れていると色彩の仕事

を通じながら強く感じてきました。 

 

●バラの花色と花型によるイメージ分類の研究 

今まで、生産、流通、販売に至るまで花業界の方々向けにセミナーや講演を数多く行っ

てきました。しかし、花業界に関わらず、どの業界でもそうですが、企業や団体のトップ

は男性が多く、感覚的な事柄は、なかなか男性に理解してもらうことは容易な事ではあり

ませんでした。そこで 4年前より「バラの花色と花型によるイメージ分類の研究」に着手

し、データーでもって感覚的な事柄を検証してみようと思い、現在も進行中です。今まで

に、関東、東海にて女性対象に約 550 名にアンケートを行い、代表的なバラのイメージの

心理調査を行ってきました。各花色、各花型のバラの代表品種を選定し、それぞれの品種

に対して、多くの人々が、どのようなイメージをもっているのかを心理調査しました。同

じバラでも色が変わればイメージが変わり、さらに同じ色のバラでも花の形が変わればイ

メージが変わります。ブライダルシーンであれば、花嫁に似合うブーケの色やデザイン、

会場のイメージにマッチした会場装花の色合い、そして、ギフトであればプレゼントされ

る方の好みや立場にあった花のギフトがよいでしょう。このように色彩は、関係性がとて

も大切なのです。 

 

●色彩は経営資源である 

残念ながら、まだまだ商品単体での見方が主流ですが、商品をいかすも殺すも実は色の

 

バラ診断とバラの魅力講座には数多くの女性が参加

フラワーページ 



組み合わせ次第なのです。簡単な例は、鉢物であれば、植物にあう鉢の色、デザイン、質

感。切花であれば、花どうしの配色、ラッピンク、リボンなどのコーディネートとなりま

す。2年前から鉢物の卸売市場さんにて社外アドバイザーとして商品企画に関わらせてい

ただいていますが、鉢の色やラベルの色は、植物の商品性を高めてくれる大きな付加価値

になりうることを強く実感しました。まさに“色彩は、経営資源”なのです。女性は、本

能的に色彩感覚に優れていますが、男性はどうしても機能に目が行き、色彩は軽視される

傾向にあります。これは性差なので仕方がないのですが、是非、男性の皆さん、色は経営

資源であると頭で理解をしてください。花の魅力にはやはり色彩は欠かせません。まだま

だ花業界は、その武器である色彩を十分に活かしきれていないのではないでしょうか。言

い換えれば、まだまだ、チャンスがあるということです。日本人は、本来、繊細な色彩感

覚を有した民族なのですから。 

 

●人の心と花を結ぶ“バラ診断” 

人は、花に何を求めているのであろう

か？この問を今まで何度となく長年、講演

やセミナーを行う度に自問し続け、今の所、

私の出した答えは“花は心である”です。

人は気持ちが明るくなる為に花を買った

り、相手に喜んでもらう為に贈り物にした

り、そして心が和むから花見に行くのでは

ないでしょうか。これは、花や緑、自然に

心が癒されるという人間の本能でしょう。

そして、男性と女性では、性差により花に対する価値観や評価の着目点が異なります。ま

だまだ、現状、男性目線の花の売り方ではありますが、女性目線の販売方法にシフトする

ことにより、消費者である女性の心をつかむことも可能です。そこでは、色彩やイメージ

が重要な鍵となります。そして人には好みがあり、日により、気分も変わるのです。 

現在、“バラ診断”というバラの花を用いたオリジナルカラーセラピーを行っています。

これは、好きなバラや気になるバラを選ぶことにより、その人の心理状態を読みとるもの

です。“気になるバラはあなたの心の鏡です”をキャッチコピーに、理想の自分になる為

のあなたを応援してくれるバラをアドバイスさせていただいています。色彩心理とカラー

セラピー、バラの花色と花型のイメージ分類の研究、今までの長年に亘る花の色に関する

知識と経験を融合し、まとめあげたものです。（財）日本花普及センターの調査にもおい

ても、「もし自分のために花を買うとしたら、花や植物と接することで、何を期待します

か？」の質問に対し、「気持ちを盛り上げ、自分を元気づけてくれる癒し」が一番多い回

答でした。自分の気持ちを応援してくれる花がわかれば、自分の為に、花を買いたくなる

女性も多いのではないでしょうか？ 

女性の象徴、そして美しさの象徴でもあるバラを用いた“バラ診断”を通じ、女性の生

き方を応援し、そして花の魅力をこれからも数多くの人々に伝えていきたいと思います。 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：いちじく）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ５８８ ５８２ ６５０ ６５０ 愛知 （９９％）
(９９％) 和歌山 （ １％）

２３年見通し ５８８ － ６５０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

主な産地はほとんど愛知県で、知多、三 品種の変化は特になく、ドーフィンと、早
河など。他県では和歌山。 めに出荷が始まるサマーレッドが中心。
今年は、雨も多く、台風の影響もあった 若い人があまり食べない傾向にあるため、

が、生育は比較的順調。 消費宣伝は、子どもを対象とした、ジャムや
入荷量は前年並みで、価格も平年より高 ゼリーなどの加工品が中心。

めではあるが、前年並みの見込み。 生産者が高齢化しているため、作り手が減
少し、一人当たりの作付面積が増えている。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ぎんなん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ３７ ２９ １，５９１ １，７４４ 静岡 (１２％)
(５９％) 福岡 （ ８％）

岐阜 （ ５％）
２３年見通し ４０ － １，５００ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知産の入荷は、今月から本格化する。 この時期に出荷されるぎんなんは、秋の感
ここまで、天候等にも恵まれ、順調にきて じさせる商材として業務筋を中心に人気が高
おり豊作型で順調な出荷が期待できる。他 いが、荷動きが景気の影響を受けやすく、情
産地も徐々に入荷がはじまるが、やや遅れ 勢は震災、円高等、マイナス材料が多い中の
気味との情報もある。 展開となる。
入荷量は前年をかなり上回り、価格は前 愛知産は品質的には評価が高いが、気温が

年をやや下回る見込み。 高いこの時期の出荷はカビ等による品質低下
がおきやすいので、細心の注意をはらってい
ただき、安定出荷をお願いしたい。



名古屋・東京市場における青果物の９月の見通し

８月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４０，６７５ 194 196 204 北海道 43%
１９年 ３８，００２ 188 198 199 長野 21%
２０年 ３８，２０４ 199 207 192 群馬 10%
２１年 ３６，８６５ 212 202 174 青森 4%
２２年 ３３，４８７ 230 237 242

５ ヵ年平均 ３７，４４７ － － －

２３年見通し ３５，９００ － － －

１８年 ２，８２４ 93 78 76 北海道 64%
１９年 ２，４９９ 93 82 96 青森 23%
２０年 ２，３１１ 75 119 111 岐阜 11%
２１年 ２，５５７ 115 99 75 長野 2%
２２年 １，９０９ 107 127 107

５ ヵ年平均 ２，４２０ 96 99 91

２３年見通し ２，２００ 90 90 90

１８年 ３，０８４ 108 127 157 北海道 98%
１９年 ２，６２３ 105 125 99 中国 2%
２０年 ２，９６６ 121 122 115 岐阜 0%
２１年 ２，８２８ 132 125 107 愛知 0%
２２年 ２，２８２ 181 175 175

５ ヵ年平均 ２，７５７ 127 133 130

２３年見通し ２，６００ 110 110 110

に
　
ん
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ん

１３０
１１０
１２０
１２１
１６９

１２９

　主な産地は北海道。８月はＭサイズ中心
だったが、９月にはＬサイズが増え、入荷
量もピークとなる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は北海道、青森、岐阜。
　北海道と青森では、播種作業が順調に進
み、生育もよい。入荷も安定すると思われ
る。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

　主な産地は北海道、長野、群馬。 土もの
は、高温が続いたことで消費が低迷し、価
格が下がっている。だいこんやにんじん
は、天候が順調で、入荷量が増え、価格が
下がっている。
　全体での入荷量は前年をかなり上回り、
価格は大幅に下回る見込み。

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２０５

１９０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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８月２３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １３４，７４５ 220 219 226 北海道 30%
１９年 １３０，９５８ 226 223 217 群馬 15%
２０年 １３９，１４６ 220 220 205 長野 15%
２１年 １３８，５０３ 228 208 183 青森 7%
２２年 １２５，５３９ 246 262 269 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １３３，７７８ － － －

２３年見通し １３４，０００ － － －

１８年 １２，７２２ 92 78 80 北海道 63%
１９年 １１，９６１ 94 80 92 青森 27%
２０年 １２，２０７ 77 114 110 岩手 8%
２１年 １２，９１２ 114 89 70 群馬 1%
２２年 １１，５８９ 103 121 106 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １２，２７８ 96 96 91

２３年見通し １１，５００ 90 90 90

１８年 ６，８８８ 129 148 173 北海道 92%
１９年 ６，４９６ 108 143 110 中国 6%
２０年 ７，４２５ 129 126 120 千葉 1%
２１年 ７，３４５ 141 137 126 新潟 1%
２２年 ７，０８２ 179 175 170 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ７，０４７ 138 146 140

２３年見通し ７，４００ 110 120 130

品
目
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　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２２５

２２５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道から土物類や根菜類、関東高冷地
からは葉茎菜類や果菜類が入荷する。　昨
年は猛暑による障害の影響により不作傾向
で数量減となったが、今年は平年並みが見
込まれる。
  全体の入荷量は前年をかなり上回り、価
格は前年をかなり下回る見込み。

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道と東北産地中心の入荷となる。北
海道は７月上中旬の低温・降雨の影響で播
種遅れがあり上旬に出荷量が少なくなる見
込み。青森は作付けは前年並みで生育は順
調で前年を上回る見込み。全体の入荷量は
前年並となり、価格は前年をかなり下回る
見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１５１
１２２
１２５
１３５
１７４

１４１

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
は、湿度と夜温の高い状態が続き病害発生
の懸念はあるが現況は生育順調で、作付け
増もあり潤沢な出荷が見込まれる。
　全体の入荷量は前年をやや上回り、価格
は前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３，４３９ 116 92 86 長野 95%
１９年 ３，２６５ 116 79 66 北海道 5%
２０年 ３，０５８ 83 92 85 茨城 0%
２１年 ２，５５５ 94 107 88 0 0%
２２年 ２，３２２ 108 93 106

５ ヵ年平均 ２，９２８ 104 92 85

２３年見通し ２，４６０ 90 90 90

１８年 ４，０４１ 88 98 104 群馬 67%
１９年 ４，２９１ 88 88 72 長野 23%
２０年 ４，３９１ 62 79 70 北海道 8%
２１年 ３，８８０ 94 95 89
２２年 ３，８８９ 83 92 97

５ ヵ年平均 ４，０９８ 83 90 86

２３年見通し ３，９００ 70 70 70

１８年 ２４３ 933 768 846 岐阜 76%
１９年 ２３０ 811 981 800 愛知 7%
２０年 ２５０ 713 956 595 長野 5%
２１年 ３１５ 606 664 514 群馬 4%
２２年 １５９ 981 1,083 827

５ ヵ年平均 ２３９ 784 863 695

２３年見通し ２６０ 680 680 680

７３８
５８７
９４１

７７０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

６８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は岐阜、愛知。飛騨地方では、
台風６号の影響で気温が下がっていたが、
現在は回復傾向にあり、生育も順調であ
る。
　入荷量は、前年を大幅に上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

８３９
８６２

は
　
く
　
さ
　
い

９５
８５
８６
９５

１０３

９２

９０

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

９７
８３
７０
９３
９１

８６

７０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　主な産地は群馬、長野、北海道。８月は
山の天候が悪く、嬬恋では生育があまり順
調ではない。７月末から８月の荷動きもあ
まりよくない。
　入荷量は、前年並みで、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は長野、北海道。生育もよく、
大玉傾向である。気温が下がれば、荷動き
もよくなり、業務筋も活発となる。震災以
降消費が落ち込んでおり、価格も下がって
いる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ８，５９２ 119 91 82 長野 91%
１９年 ８，３０７ 118 70 53 群馬 5%
２０年 ８，１９７ 72 82 78 北海道 3%
２１年 ８，４６５ 90 89 81 茨城 1%
２２年 ８，７７３ 107 83 106 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，４６７ 101 83 80

２３年見通し ８，７００ 80 80 80

１８年 １４，２６２ 91 100 103 群馬 75%
１９年 １４，４７２ 92 88 72 岩手 13%
２０年 １５，６１６ 58 74 80 北海道 6%
２１年 １６，２７１ 85 80 75 青森 2%
２２年 １５，６６４ 81 96 99 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １５，２５７ 81 87 86

２３年見通し １６，０００ 60 65 70

１８年 １，１５４ 843 616 741 群馬 30%
１９年 １，０１５ 776 844 682 茨城 29%
２０年 １，１２６ 793 763 483 栃木 16%
２１年 １，４３７ 537 556 417 岩手 10%
２２年 ８００ 822 1,009 735 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，１０６ 738 729 593

２３年見通し ９００ 700 650 600

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　群馬からの入荷が中心になる。群馬は２
年続きの高値で作付けは増加、作柄も順調
で８月は価格低迷となっている。出荷調整
の可能性もあるが順調な出荷が見込まれ
る。岩手も生育は順調。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からの入荷が中心となる。長野は、
作付けは増加、作柄は７月は干ばつ傾向で
あったものの、８月に適度な降雨があり平
年並みに回復。
　全体の入荷量はやや多かった前年並みが
見込まれ、価格は高かった前年を大幅に下
回る見込み。
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８５

６５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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８７

８０

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東高冷地と岩手からの入荷となる。
  群馬、茨城、栃木とも生育は低温、日照
不足の後は高温に見舞われ傷み等も散見さ
れる。作柄はやや不良。岩手は順調にきて
いる。全体の入荷量は猛暑で不作だった前
年をかなり上回り、価格は高かった前年を
大幅に下回る見込み。
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う

７２４
７６４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

６６４
４９５
８３２

６７５

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ９５０ 376 388 390 北海道 54%
１９年 ９９２ 371 405 452 長野 9%
２０年 １，１６６ 387 357 374 愛知 8%
２１年 １，１２５ 332 325 293 中国 6%
２２年 ９８１ 394 445 497

５ ヵ年平均 １，０４３ 371 381 397

２３年見通し １，１００ 350 350 350

１８年 ２，５９１ 132 121 153 長野 98%
１９年 ２，３８５ 141 157 208 群馬 1%
２０年 １，８７３ 227 263 189 愛知 1%
２１年 ２，１６８ 155 148 94 静岡 0%
２２年 ２，００６ 192 167 206

５ ヵ年平均 ２，２０５ 166 167 169

２３年見通し ２，０００ 170 160 180

１８年 １，６４３ 273 255 273 長野 27%
１９年 １，６９２ 297 268 217 群馬 24%
２０年 ２，３１６ 166 233 276 山梨 20%
２１年 １，６００ 277 207 145 北海道 14%
２２年 １，５８１ 288 379 343

５ ヵ年平均 １，７６６ 253 265 252

２３年見通し １，６００ 250 300 300

３８５
４１１

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

２６７
２６０
２２１
２０４
３３２

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は長野、群馬、山梨。長野では
気温が上がらず、生育状況や花の付き具合
が心配。消費が落ち込んでいるため、価格
が下がってきている。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年をかなり下回る見込み。

２５４

 前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  主な産地は長野。生育は順調だが、８月
の集中豪雨の影響で痛んでいるものが多
い。９月には入荷も安定し、数量も増えて
くる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。
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１３４
１６６
２２８
１３１
１９０

１６６

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は、長ねぎは愛知、白ねぎは北
海道、長野中心。愛知では生産者の高齢化
が進み、作付面積も減り、入荷量も減って
いる。白ねぎは入荷量も順調。
　全体の入荷量は前年をかなり上回り、価
格は大幅に下回る見込み。

３７２
３１７
４５０

３８５
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目
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４，８１７ 240 282 273 青森 35%
１９年 ４，５０１ 314 340 356 秋田 14%
２０年 ５，４９５ 262 251 238 北海道 13%
２１年 ５，１１４ 243 207 196 山形 8%
２２年 ４，３０５ 314 368 504 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ４，８４６ 273 285 305

２３年見通し ４，５００ 260 260 260

１８年 ９，１００ 130 118 150 長野 85%
１９年 ８，６６０ 140 168 199 群馬 10%
２０年 ７，６７８ 245 270 182 茨城 2%
２１年 ９，１０５ 151 143 91 岩手 2%
２２年 ８，２３６ 191 173 206 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，５５６ 169 171 164

２３年見通し ８，３００ 145 150 155

１８年 ７，４９７ 264 228 256 福島 25%
１９年 ７，６９２ 274 231 188 埼玉 15%
２０年 ８，３５２ 255 201 212 茨城 13%
２１年 ８，８０２ 257 174 118 群馬 11%
２２年 ７，２７２ 268 338 291 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，９２３ 263 231 209

２３年見通し ７，３００ 235 240 245

品
目
名

２５１
２１５
４０１

２８９  前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、秋田、茨城、北海道からの入荷と
なる。各産地とも干ばつの影響や春先の降
雨による定植の遅れ等の影響で生育は遅れ
ている。しかし、盆明けからは適度の雨も
あり回復傾向。全体の入荷量は少なかった
前年をやや上回り、価格は前年を大幅に下
回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１３３
１６８
２３４
１２６
１９１

１６８  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野、群馬からの入荷が中心となる。長
野は生育は順調で豊作型だが、気温低下に
より小玉へとシフトしてくる。群馬につい
ては局地的な大雨、強風等の影響で品質低
下もみられる。全体として入荷量は少な
かった前年をわずかに上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地から関東産地への移行時期とな
る。福島は昨年ほどではないが露地ものに
成り疲れがみられる。埼玉、群馬などの関
東産の抑制物が下旬からはじまり、生育は
概ね順調。全体として入荷量は前年並で、
価格は高値であった前年を大幅に下回る見
込み。

２３３

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ８８２ 204 260 360 愛知 21%
１９年 ９５９ 188 291 294 山梨 20%
２０年 ９００ 287 238 228 徳島 19%
２１年 １，０５１ 236 238 188 群馬 13%
２２年 ８５３ 228 331 337

５ ヵ年平均 ９２９ 228 270 278

２３年見通し ９００ 260 260 260

１８年 １，５４７ 392 390 410 岐阜 48%
１９年 １，７１６ 369 335 339 北海道 16%
２０年 １，７４８ 349 261 296 愛知 9%
２１年 １，４０８ 458 401 339 千葉 8%
２２年 １，０７４ 518 517 603

５ ヵ年平均 １，４９９ 407 368 381

２３年見通し １，４００ 350 400 400

１８年 ２８４ 638 796 820 北海道 75%
１９年 ３４２ 596 728 910 茨城 9%
２０年 ３０２ 597 705 868 長野 6%
２１年 ３４５ 743 642 434
２２年 ３３９ 693 791 649

５ ヵ年平均 ３２２ 656 730 729

２３年見通し ３２０ 700 750 650

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は北海道、茨城、長野。７月下
旬に雨や曇が続いたことで、生育に遅れが
みられたが、現在は回復傾向にある。消費
が低迷しており単価が上がらない。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並みの見込み。
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 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は岐阜、北海道、愛知、千葉。
８月の上旬に低温が続いたことで、着果状
態がよくない産地もある。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。
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３８４

 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　

　主な産地は愛知、山梨、徳島、群馬。徳
島と愛知では、気温が下がっていたものの
回復しており、どこの産地も生育は順調で
ある。
　入荷量は前年をやや上回り、価格はかな
り下回る見込み。
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４，４９０ 178 261 342 栃木 31%
１９年 ４，０７０ 199 336 349 茨城 23%
２０年 ４，９９５ 232 201 230 群馬 22%
２１年 ４，７０６ 241 233 171 埼玉 8%
２２年 ３，８７８ 245 368 337 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ４，４２８ 219 274 281

２３年見通し ４，０００ 220 260 280

１８年 ８，４０６ 354 307 348 千葉 20%
１９年 ９，０２０ 329 274 294 青森 17%
２０年 ９，３６８ 312 227 260 茨城 15%
２１年 ７，７９２ 415 358 299 福島 13%
２２年 ６，３８８ 485 480 596 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ８，１９５ 371 318 345

２３年見通し ６，７００ 320 330 310

１８年 １，１９７ 608 641 797 北海道 25%
１９年 １，１８５ 525 675 694 茨城 25%
２０年 １，３４５ 671 518 423 千葉 13%
２１年 １，２５２ 678 720 548 福島 7%
２２年 １，０１０ 899 999 925 （愛知産比率 3%)

５ ヵ年平均 １，１９８ 669 697 662

２３年見通し １，１００ 750 790 770

な
　
　
　
　
す

２４９
２８３
２２０
２１２
３１０

２５２  前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。各産
地とも局所的な大雨に見舞われ一部で生育
遅れもみられるものの概ね順調な出荷が見
込まれる。
　全体として、入荷量は前年をわずかに上
回り、価格は８月から続く安値基調で前年
を大幅に下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３３３
２９９
２６５
３５５
５１７

３４３  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北と関東産地からの入荷が中心とな
る。千葉は樹の疲れがあるものの着果状況
は良好、群馬はやや高温の影響を受けやや
少なめ、青森は気温低下で玉伸びは落ち着
いているが概ね順調。全体の入荷量は猛暑
で少なかった前年をやや上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６８１
６２８
５３１
６４３
９３９

６７２  前年及び本年の

７７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、東北産地と関東産地からの入荷
が中心となる。茨城、千葉の抑制物は、現
況は生育順調であるが出荷量は今後の天候
次第。北海道、東北の産地は不安定な天候
状況もあり、やや少なめ。入荷量は少な
かった前年をかなり上回り、価格は前年を
大幅に下回る見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ５４３ 349 363 312 岩手 32%
１９年 ５０６ 355 393 338 北海道 28%
２０年 ６２５ 276 249 197 茨城 21%
２１年 ５４２ 308 274 211 青森 7%
２２年 ４９５ 361 413 432 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５４２ 327 334 292

２３年見通し ５００ 300 300 300

１８年 ３，８６３ 101 97 91 北海道 95%
１９年 ２，９６４ 79 79 72 青森 4%
２０年 ３，０４０ 95 91 83 愛知 0%
２１年 ２，９３７ 122 106 85 京都 0%
２２年 ２，６０１ 141 146 135 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，０８１ 106 102 92

２３年見通し ２，９００ 95 95 95

１８年 ５，５０１ 80 84 80 北海道 89%
１９年 ５，１１２ 63 65 64 兵庫 8%
２０年 ４，８０４ 63 65 64 中国 2%
２１年 ４，７６５ 112 104 84 佐賀 1%
２２年 ４，９８５ 98 95 108

５ ヵ年平均 ５，０３３ 83 82 80

２３年見通し ５，１５０ 67 80 70

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、兵庫中心。北海道産は作
況にバラつきがあるものの、生育は順調。
９月は大玉傾向となる見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８２
６４
８０
９９

１０１

８５

 前年及び本年の

９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は北海道。北海道産の男爵はＬ
玉中心。青森産のメークインは出荷に遅れ
がみられており、９月の上旬にピークとな
る予定。
　入荷量は、前年をかなり上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

９６
７７
９０

１０２
１４０

１００

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は岩手、北海道、茨城。
　お盆前後で岩手産の単価が落ち込んでい
たが、９月には消費も回復するとみられ
る。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年を大幅に下回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３３９
３６３
２４０
２６２
４０２

３１７
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ２，４２７ 307 297 278 茨城 41%
１９年 ２，２７２ 324 365 271 岩手 33%
２０年 ２，４７９ 240 190 169 青森 13%
２１年 ２，２８５ 255 221 178 福島 10%
２２年 ２，０７１ 310 356 420 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，３０７ 286 283 259

２３年見通し ２，１００ 250 250 250

１８年 ７，４２３ 114 114 112 北海道 95%
１９年 ７，４１６ 91 86 80 青森 4%
２０年 ７，６０１ 108 108 101 0 0%
２１年 ７，７７３ 123 119 118 0 0%
２２年 ７，３６５ 147 153 154 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，５１６ 117 116 113

２３年見通し ７，５００ 120 120 120

１８年 １１，３５０ 84 87 90 北海道 84%
１９年 １０，９１０ 72 72 68 中国 7%
２０年 １１，４７８ 84 86 82 兵庫 6%
２１年 ９，２１６ 124 115 109 佐賀 2%
２２年 ９，８３８ 103 111 125 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １０，５５８ 92 93 94

２３年見通し １０，０００ 80 80 80

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

２９４
３２０
２００
２１８
３６０

２７６  前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城と東北産地からの入荷が中心とな
る。茨城は秋ピーマンの作付けは増えてい
るが８月の高温で着果不良が心配され量は
増えてこない。岩手は順調な出荷が続く、
福島は販売環境が厳しく早めの切り上がり
が予想できる。全体として入荷量は前年を
わずかに上回り、価格は前年を大幅に下回
る見込み

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１１３
８６

１０６
１２０
１５１

１１５  前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
は地域により遅れがあるところもあるが総
体では平年作となっている。
　今後の玉伸びにもよるが、全体として入
荷量は前年をやや上回り、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８７
７１
８４

１１６
１１３

９３  前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道中心の入荷となる。北海道は道
南、道央は４～５月の長雨による定植遅れ
とその後の高温干ばつの影響で不作傾向で
あるものの主力の道東が平年作が見込まれ
る。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は前年を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １３，８９４ 359 341 321 長野 26%
１９年 １２，９７７ 361 342 334 フィリピン 19%
２０年 １３，７５７ 273 297 268 青森 9%
２１年 １２，７２７ 310 283 267 愛知 6%
２２年 １０，６５６ 384 368 357

５ ヵ年平均 １２，８０２ － － －

２３年見通し １１，１００ － － －

１８年 １，３６７ 602 490 376 三重 31%
１９年 １，４３２ 586 483 335 宮崎 16%
２０年 １，５６６ 467 387 264 佐賀 15%
２１年 １，７８７ 471 312 243 愛知 13%
２２年 １，２７５ 570 432 327

５ ヵ年平均 １，４８５ － － －

２３年見通し １，２５０ 0 0 0

１８年 ３，０５６ 321 296 285 長野 63%
１９年 ２，８５０ 304 284 300 福島 8%
２０年 ２，９５９ 206 233 227 愛知 8%
２１年 ２，３８２ 239 224 224 新潟 6%
２２年 ２，０７１ 373 376 374

５ ヵ年平均 ２，６６４ 285 279 278

２３年見通し ２，２００ 300 300 300

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３３９
３４６
２８０
２８５
３６９

３２２  前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は長野、フィリピン、青森、愛
知。
　春先の低温などの影響で、全体的に小玉
傾向である。震災以降の自粛ムードで、ハ
ウスもの等化粧箱の需要が少ない。
　入荷量は、前年をやや上回り、価格はか
なり下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

４４７
４３１
３３４
３０５
３９８

３７８  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は三重、宮崎、佐賀、愛知。
　三重は、９月下旬から極早生が出荷され
始める
　２次生理落果が多く見られたが、全体的
に入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

な
　
　
 
　
し

３０１
２９７
２２２
２３０
３７４

２８１  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野中心。９月の上旬が出荷の
ピークとなる。幸水が毎年減ってきてお
り、特に愛知では減少が著しい。代わっ
て、秋月などの新品種が増えている。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４３，５７６ 334 325 337 フィリピン 11%
１９年 ３９，６３０ 334 351 320 福島 10%
２０年 ４７，９７９ 258 279 256 長野 9%
２１年 ４６，０８５ 280 262 240 青森 9%
２２年 ３７，５１５ 372 363 352 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ４２，９５７ － － －

２３年見通し ４３，０００ － － －

１８年 ４，２３２ 544 415 343 宮崎 49%
１９年 ４，４８７ 507 345 274 佐賀 16%
２０年 ４，７１４ 478 320 238 熊本 12%
２１年 ４，９６１ 401 265 215 愛媛 5%
２２年 ３，４０８ 494 341 309 （愛知産比率 2%)

５ ヵ年平均 ４，３６０ 482 334 272

２３年見通し ４，４００ 450 270 300

１８年 １１，６３６ 298 277 261 栃木 26%
１９年 １１，２６２ 276 269 299 福島 24%
２０年 １４，７７２ 194 207 190 茨城 17%
２１年 １３，８３６ 208 191 183 千葉 17%
２２年 １１，０９３ 348 351 312 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １２，５２０ 258 253 243

２３年見通し １２，０００ 270 200 200

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３２１
３２７
２６５
２５９
３６２

３０３  前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 なし、りんご、ぶどう、みかんなどが入荷
する。りんごは開花遅れが回復し、やや小
ぶりながら着色、肥大は順調。ぶどうは巨
峰、ピオーネを中心に入荷。長野産の巨峰
は作付が減少。やや小ぶりだが品質良好。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

３９７
３３８
２９６
２６０
３５０

３２４  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ハウスものが終盤を迎え、露地の「極早
生」の入荷が本格化する。生育は天候不順
による生理落果がみられ、通常の表年と比
べて少ない見通し。宮崎は少なかった前年
並みの見込み。熊本は肥大が遅れているが
昨年を上回る見込み。入荷量は前年を大幅
に上回り価格は前年をやや下回る見込み。

な
　
　
し

２７８
２７９
１９８
１９４
３３４

２５１  前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　福島から「幸水」、栃木、茨城などから
「豊水」中心に入荷する。凍霜害、雹害の
影響で不作だった昨年と比べて入荷量は多
い見込み。茨城はやや小ぶりながら着果良
好。栃木も生育良好で昨年を上回る予想。
　入荷量は少なかった前年を大幅に上回
り、価格は前年を大幅に下回る見込み。
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切　花　・　鉢　花　の　９　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　８月３０日現在）

実 １９年 ３，１７７ ６０

２０年 ３，５７８ ４２

績 ２１年 ３，１９９ ４９

２２年 ２，２４３ ５９

３，０４９ ５２

３，０００ ５０

概
　
要

実 １９年 ２，８５２ ３５

２０年 ３，１０９ ２４

績 ２１年 ２，５００ ２６

２２年 ２，２４８ ４２

２，６７７ ３１

２，５００ ３０

概
　
要

実 １９年 １，３３３ ４４

２０年 １，１８２ ４３

績 ２１年 １，１０３ ４３

２２年 １，３１１ ３９

１，２３２ ４２

１，３５０ ４０

概
　
要

実 １９年 １４０ ８８

２０年 １１７ １０７

績 ２１年 ８７ １３７

２２年 ７８ １１２

１０５ １０８

８５ １１０

概
　
要

２３年見通し

　長野、北海道、福島からの入荷。生育は順調、上旬は出荷が多そうだが、中旬以降やや
や少なめ。価格は業務中心に安定し、中旬以降は強めの動きになりそう。気温が高いと品
質にでるため、注意していきたい。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　猛暑の影響は多少あるものの現状では問題ない状況。しかし、秋の彼岸については天候
でかなり変わるので、特に露地栽培の小菊は涼しくなれば一気に出荷が終わるので気をつ
けなければならない。9月10日あたりの天候状況はかなり気になるところである。作付けや
などは昨年とほぼ変わらないため、今後の天候が気になるところである。

４ヶ年平均

２３年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、北海道を中心に入荷。生育は順調で今年は全体的に物もよく安定した供給となっ
ている。9月上旬は物もあり、動きが鈍いが、中、下旬は敬老、彼岸需要により堅調な動き
になるだろう。

４ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　今年も猛暑の影響から8月物はやや遅れが見受けられたがお盆が過ぎてやや落ち着きを見
せている。暑い状況が続けば全体的に遅れが見受けられるが、気温がやや下がり始めてい
るので、少しずつ秋物は前進する見込み。各産地ともに現状では順調に推移しているの
で、これからの天候で一気に変わる可能性もある。

　　　　　区分
実績等

４ヶ年平均

２３年見通し

４ヶ年平均

２３年見通し

単位：千本、円／本
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実 １９年 ４４８ １７０

２０年 ４８２ １５０

績 ２１年 ４０５ １５８

２２年 ４２０ １６５

４３９ １６０

４４０ １６５

概
　
要

実 １９年 ５０６ ７２

２０年 ５０３ ７０

績 ２１年 ４３７ ７１

２２年 ５４９ ６８

４９９ ７０

５６０ ７０

概
　
要

実 １９年 ９５９ ６２

２０年 １，０３０ ６３

績 ２１年 １，０２９ ６５

２２年 ９０９ ７３

９８２ ６５

１，０００ ７０

概
　
要

実 １９年 １，７３０ ４２

２０年 １，９１７ ３９

績 ２１年 １，６２６ ４１

２２年 １，９９７ ３２

１，８１８ ３８

１，９５０ ３５

概
　
要

２３年見通し

　静岡、長野、岐阜からの入荷中心。特に柳類が多く入荷する。山取りや季節感のある物
は引合いが強くなりそうだが、柳類は堅調に推移すると思われる。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

４ヶ年平均

２３年見通し

　愛知、鹿児島、静岡等と輸入物が入荷。残暑が厳しい日もあろうが、幾分気温も落ちつ
き、品質、価格とも安定してくると思われる。

ば
　
　
　
　
ら

４ヶ年平均

２３年見通し

　愛知、三重、岐阜、和歌山、長野等から入荷。夏に花を倒しておいた産地が出荷が始ま
り、ようやく産地が出そろってくる。品質もよくなり、安定してくるとともに業務需要も
本格化し、堅調な動きとなる。

ゆ
　
　
　
　
り

４ヶ年平均

２３年見通し

　ＯＨ系は新潟、岐阜、北海道、埼玉からの入荷。前半は量も少ないが、中旬以降は増加
してくる。価格は業務中心に安定している。昨年同様短い物が多いとやや価格に影響がで
る。ＬＡ、鉄砲は彼岸までは少なく、堅調な動きとなる。

枝
　
　
も
　
　
の

４ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　８月２日現在）

１８年 ３８，６１９ ６９２

実 １９年 ４６，１５６ ５０８

２０年 ３５，６７６ ５９２

績 ２１年 ３２，１０９ ５６０

２２年 ２９，１２７ ６１９

３６，３３７ ５９１

２８，０００ ６００

概
　
要

１８年 １０，１８８ ９２１

実 １９年 ８，３２８ ９１７

２０年 １２，１１５ ８５０

績 ２１年 ７，８９８ ８１２

２２年 ６，３３９ ７９６

８，９７４ ８６４

６，０００ ７５０

概
　
要

１８年 １５，５４０ ９７８

実 １９年 １６，９０６ ９２６

２０年 １８，１４４ ８４９

績 ２１年 １２，５０９ ７５３

２２年 １０，４０９ ９２５

１４，７０２ １，１５２

１０，０００ １，３００

概
　
要

オ
　
ン
　
シ
　
ジ
　
ウ
　
ム

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　生産量微増に伴い、入荷量も昨年より増加か。昨年同様、敬老の日需要で前半に買気が
集中しそう。後半は単価は厳しそう。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉県（５５．３％）、２位岐阜
県（３５．８％）、３位茨城県（８．４％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２３年見通し

５ヶ年平均

２３年見通し

ア
　
ン
　
ス
　
リ
　
ウ
　
ム

　入荷量は昨年より減少か。単価は小鉢は厳しいが、大鉢は安定か。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（９７．９％）、２位三重
県（２．０％）、３位静岡県（０．１％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年より減少か。天候不順と猛暑の影響から、株への消耗が現れ、品質的に今
ひとつか。単価は厳しそう。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（５９．１％）、２位長崎
県（１５．９％）、３位山梨県（９．６％）となっている。

５ヶ年平均

２３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１８年 ８１，４８１ ４２５

実 １９年 ５５，４６６ ４３９

２０年 ６４，２８５ ４４２

績 ２１年 ５８，５１１ ３７０

２２年 ４９，５１６ ３９５

６１，８５２ ４１６

５１，０００ ３９０

概
　
要

１８年 ９５，５０５ １４６

実 １９年 ６３，３３９ １１０

２０年 ５７，５６５ １４７

績 ２１年 ８６，５７７ １５０

２２年 ８１，１０２ １４９

７６，８１８ １４２

８６，０００ １４５

概
　
要

１８年 ８４，７３０ １７７

実 １９年 ６９，６６１ １８５

２０年 ７６，７４８ ２０５

績 ２１年 ７８，３６６ １９１

２２年 ６３，３００ １８１

７４，５６１ １８８

６５，０００ １８０

概
　
要

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

５ヶ年平均

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン ５ヶ年平均

２３年見通し

　生産量微増に伴い、入荷量も昨年より増加か。昨年同様、敬老の日需要で前半に買気が
集中しそう。後半は単価は厳しそう。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉県（５５．３％）、２位岐阜
県（３５．８％）、３位茨城県（８．４％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２３年見通し

　入荷量は昨年並みか。中旬以降ガーデンシクラメンから入荷が始まり、残暑がなくなる
下旬頃から引き合いが強くなる。４～５号鉢は１０月以降、入荷が始まる。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位長野県（３３．９％）、２位埼玉
県（２６．７％）、３位愛知県（１７．０％）となっている。

２３年見通し

　生産量が増加のため、入荷量は昨年よりも増加か。５号鉢が主体で中鉢等も若干あり。
単価は厳しそう。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉県（５０．４％）、２位愛知
県（３８．８％）、３位茨城県（１０．８％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 55,826 109.6 4,354,453 108.5 78 98.9 466,443 123 40,042,666 109 86 88.7

トマト 172 146.8 47,432 131.5 276 89.6 981 60 307,112 49 313 80.5

たまねぎ 27,301 94.1 734,875 72.5 27 77.1 201,904 127 9,006,680 119 45 93.9

にんにく 1,263 113.5 247,260 128.1 196 112.9 8,082 94 1,854,165 139 229 147.7

ねぎ 4,680 123.7 411,456 117.6 88 95.1 25,869 117 2,179,479 108 84 92.1

ブロッコリー 2,522 81.4 430,026 83.6 171 102.6 15,169 95 2,596,359 88 171 93.2

結球キャベツ 903 70.6 23,693 54.5 26 77.2 18,955 159 628,884 136 33 85.1

にんじん・かぶ 5,655 144.8 231,541 131.3 41 90.7 43,767 210 2,092,715 192 48 91.5

ごぼう 2,800 119.7 214,100 151.6 76 126.7 20,100 127 1,945,678 221 97 174.3

えんどう 210 277.3 57,487 333.6 273 120.3 1,057 93 285,176 93 270 100.3

アスパラガス 226 115.5 135,575 116.3 599 100.7 7,397 99 3,532,031 99 477 100.4

まつたけ 1 18.3 9,655 21.8 9,655 119.1 1 18 9,655 22 9,655 119.1

しいたけ 185 117.8 51,008 114.7 275 97.4 2,738 89 708,086 91 259 102.9

かぼちゃ 5,406 304.5 412,422 239.8 76 78.8 88,725 110 5,599,294 103 63 93.6

果実（生鮮・乾燥） 192,309 97.8 24,620,401 96.8 128 98.9 997,388 99 116,365,696 97 117 97.7

バナナ 100,320 94.1 7,557,956 96.4 75 102.5 549,098 97 37,302,457 94 68 96.7

パイナップル 16,042 128.8 1,029,424 137.7 64 107.0 75,438 113 4,447,418 107 59 94.7

レモン 4,215 95.2 465,259 78.0 110 81.9 23,091 97 2,528,438 78 109 80.5

オレンジ 21,476 90.1 1,990,192 85.6 93 95.0 74,304 105 6,988,488 102 94 97.3

グレープフルーツ 20,245 121.5 1,291,666 120.4 64 99.0 103,204 91 8,999,973 79 87 87.5

メロン 2,694 132.8 278,580 130.1 103 98.0 19,117 117 2,014,835 113 105 97.0

ぶどう 356 207.1 80,267 211.6 226 102.2 8,233 117 1,381,563 126 168 107.9

キウイ 7,404 91.0 2,294,937 91.7 310 100.8 34,664 103 10,843,062 99 313 96.8

いちご 341 163.6 276,092 161.3 810 98.6 379 156 305,801 156 807 100.2

切花（生鮮・乾燥） 2,754 112.8 1,805,015 100.2 655 88.8 18,497 98 13,050,513 94 706 95.8

鳥獣肉類 159,174 97.8 70,770,659 98.8 445 101.0 911,364 107 399,468,176 110 438 102.5

牛肉（くず肉含む） 35,951 82.2 15,793,365 86.6 439 105.4 240,612 105 101,482,463 107 422 101.9

豚肉（くず肉含む） 71,006 92.4 37,279,112 92.4 525 100.0 394,474 103 206,810,782 103 524 100.0

鶏肉 44,617 128.7 12,922,897 156.4 290 121.5 230,416 116 62,058,586 141 269 122.4

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 148,262 103.1 76,945,438 101.0 519 98.0 852,450 99 456,003,802 107 535 107.9

まぐろ類 14,128 75.9 10,414,665 75.0 737 98.9 84,374 80 71,782,165 93 851 115.3

さば・さんま・あじ・いわし 5,372 99.9 820,246 90.3 153 90.3 39,093 88 6,523,370 93 167 105.5

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 96 67.0 73,113 52.5 762 78.4 10,710 77 3,490,056 82 326 106.2

うんしゅうみかん 2 43.2 1,685 25.1 843 58.0 147 63 95,082 92 647 146.0

りんご 59 75.3 21,931 67.4 372 89.5 10,171 77 3,001,415 82 295 106.6

なし - - - - - - 21 49 8,750 48 412 97.0

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 112,599 53.4 - - - - 983,874 77 - -

緑茶 252 148.0 494,631 128.5 1,963 86.8 1,186 119 2,327,500 118 1,963 99.9

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

６ 月 ま で の 累 計

（２０１１年）

品 名
６ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

全  国 平成17年＝100 
消費者物価指数 

愛知県 平成17年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 

 
項 目 

 

年 月 総 
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項 目
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21年平均 100.3 103.3 98.9 105.6 104.4

 
 
 

 

 

 21年平均 95.7 98.0 100.7 91.5 98.5

23年 2月 99.3 116.3 107.4 103.7 100.9 23年 2月 105.1 85.6 126.4 134.1 102.3

3月 99.6 111.6 102.3 104.0 102.0 3月 100.3 85.6 113.0 103.7 103.3

4月 99.9 110.1 89.5 104.4 102.3 4月 95.6 86.0 92.0 81.1 103.4

5月 100.0 101.6 100.6 103.6 101.7 5月 92.6 86.4 88.2 91.3 103.6

全

 

国

 

6月 99.9 108.9 107.3 103.5 101.8 6月 95.7 86.4 108.3 105.1 103.5

21年平均 100.9 100.6 100.0 102.4 103.6   

23年 2月 98.9 106.8 107.9 100.5 95.1 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

3月 99.2 99.3 100.9 101.4 98.4  

4月 99.5 103.0 88.8 104.7 100.9

5月 99.5 97.5 97.0 103.1 99.6

愛

知

県

 

6月 99.7 107.1 105.7 104.7 102.3

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣

以外) 

キ

ャ

ベ

ツ 

は

く

さ

い 
ね 

ぎ 

レ

タ

ス 

ば

れ

い

し

ょ 

だ

い

こ

ん 

に

ん

じ

ん 

た

ま

ね

ぎ 

き

ゅ

う

り 
 

ト

マ

ト 

生

し

い

た

け 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

21年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

23年 2月 1,827 203 163 722 644 321 136 305 316 583 556 165 494 

3月 1,806 193 181 635 397 361 151 333 292 485 525 160 476 

4月 1,777 162 266 577 409 484 158 489 287 386 511 156 467 

5月 1,809 125 200 595 279 430 127 400 267 398 499 164 516 

6月 1,797 109 194 651 338 401 145 332 204 514 504 172 502 

み

か

ん 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ 

オ
レ
ン
ジ 

い

ち

ご 

バ

ナ

ナ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

緑 

茶
（
せ
ん
茶
） 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

き 

く 

バ 

ラ 

豚 

肉
（
ロ
ー
ス
） 

牛 

肉
（
ロ
ー
ス
） 

ま

ぐ

ろ 

 

品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

21年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

23年 2月 699 319 382 151 217 842 544 145 160 294 211 744 396 

3月 731 268 354 136 222 785 536 151 166 293 204 802 412 

4月 - 307 378 119 230 878 552 145 156 302 222 851 405 

5月 - 283 344 130 227 795 551 168 156 307 218 855 407 

6月 - 280 354 - 224 733 544 143 159 293 233 818 411 
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農林水産部食育推進課 
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名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４１７   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 
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